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GOSAT 衛星 を用 い た フ ロ ン 類 の 大気 中濃度解析
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1，は じめ に

　近年人為活動に よ り排出された諸々 の 物質が 環境問題

を引き起こ してい る。フ ロ ン類 はその代表的な例で あり、

オ ゾン 層の破壊や温 室効果 ガ ス と して の ポ テ ン シ ャ ル が

問題となっ て い る。環境問題解決の た め に有効な手段 を検

討して い くた め には、フ ロ ン 類の 全球 で の 濃度分布を正確

に把握する こ とが重要であるc この よ うな背景より、フ ロ

ン類 の 大気中濃度 分布 を衛星データに よっ て解析する こ

とを本研究の 目的とした。検出対象としては、フ ロ ン類 の

中で も大気 中に 残 存する 量 が多い と され る GFC−11，

CFC−12を選定 した
。

2，研究手法

　温室効果ガス 観測技術衛星GOSATに よっ て得られ る赤外

ス ペ ク トル の うち、バ ン ド4の 遠赤外線領域（5，5−14．3μ m ）

を用 い る。大気中の 物質は それ ぞれ の 固有振動数に あた る

波長帯を吸収す るが、CFC−11は850cm
−
1
，　 CFC−12は 920cm

−1

付近 にそれ ぞれ強い 吸収帯が あるこ とが 知られて い る。実

際の研究手法 として 、GOSAT衛星デー
タ にお ける検出 対象

物質の シ グナ ル の 確認を行 っ た後、赤外ス ペ ク トル におけ

る吸収率か らフ ロ ン類の 物質量へ の 変換を行うこ と と し

た。第
一
段階の 手法と して は、放射伝達計算モ デル

LBLRTM （Cl。ugh 　et 　al ，2005）に衛星データ取得時の大

気状態を与え、フ ロ ン類 の 濃度を変化させたモ デル 計算結

果 と観測データの フ ィ ッテ ィ ン グを行 うこ とで 大気中濃

度を推定する。

3．解析結果

　全球で の 観測結果を解析す る にあた り、多くの 地 点で モ

デル計算結果と観測データの ベ ース ライン （吸収 が ない と

こ ろ）が合わない こ とが問題となっ た。 そ の原因の
．．．一

つ と

して 、観測データ取得時の 大気状態の 情報が 正確 で ない こ

とが考えられ る。そこ で まず はべ 一ス ライ ン をあわせ る こ

とを目的 とし、ス ペ ク トル の 変化に大きく寄与する大気物

理 量 と して a）地表面温度 b）地 表面射 出 率 e）水蒸気量 を

考え、その 影響を精査 した，その 後刻象物質 の 吸収波長域

で の 地表面射出率を
一
定と仮定し、地 表面温度を変化させ

る こ とで二 っ の ベ ース ライ ン を整合させ る こ とを試みた 。

その 結果、図 1，2 に示す ように水蒸気の 吸収 ピークを除い

た部分に関して は良く合い、フ ィ ッテ ィ ン グする こ とが P ］
．

能な状態になっ た。今後は気温
・
水蒸気量を観測点毎に解

析 し、誤差評価も含 め て フ ロ ン 類の 濃度が どの 程度の 精度

で推定可能か どうか の検討を行っ てい く。最終的には衛星

観測の 利点を生か し、 全球 にお ける フ ロ ン 類の 高濃度域の

翻 「」を 可能 にす る こ と を目指す。
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　 　 　 　 　 図1 ；モ デノ曙十算結果と観測データの 比較

　 　 　 　 　 　 　（横軸 ：波数　縦軸 ：等価黒体温度）

破線 地 表面 盈罫蒔征前の 田 田 丁1M 計算結果

破線 （クロ ス ）　地表 面温度補正後の LBLRTM 言｝
・
算結果

実線 GosAT 観測データ（2009．04、07 北緯24．3度 西経128，0度）

モ デル で は CFC・1／，12 の密度がそれぞれ2009 年の 観測 宜である520ppt，

24〔埋）pt と仮定 して計算してい る。
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　 図2 ：CFC・12 の吸収帯におけるモ デノ帰十算結果と観潰「酷果 の差分

　 　 　 　 　 　 （横軸 ：波数　縦軸 ：等価黒体温度）

実線 LBLRTM に よる CFC−12の 吸収帯 破線 観測データ とモ デノ嗜十算

結果 との 差　ラン ダム 誤差を減少 させ るため、30 点の デ
L

タを半均 して い

る。
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